
科目 講師 提出
25年 月 日

学科 学年
前期
後期

＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 100 ％ 演習 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

20
スペインの主な都市の世界遺産、観光地を学ぶ。試験には頻出国のため、今回はスペインのみを学ぶ。また名物料
理、お祭り、イベントなども詳細に学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

JTB総合研究所テキスト

18 スロバキア、チェコ、ポーランドの主な都市の世界遺産、観光地、歴史、名物料理などを学ぶ。 JTB総合研究所テキスト

19
ギリシャ、ポルトガルの主な都市の世界遺産や観光地を学ぶ。特にギリシャはエーゲ海の島々が重要なため、島ごと
の特徴を中心に学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

15
アメリカ合衆国の３回目。今回は西海岸を中心に。サンフランシスコ、ロサンゼルス、サンディエゴ、ラスベガスの主
な観光資源を中心に学習する。また、中西部に点在するイエローストーン国立公園をはじめとする様々な国立公園
を学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

16
ジョージア、ウクライナ、ロシア、エストニア、ラトビア、リトアニアのバルト３国の主な都市の観光地や建築物などを学
ぶ。比較的試験には出題されない国なので簡潔に。

JTB総合研究所テキスト

17
ルーマニア、ブルガリア、バルカン半島諸国、ハンガリーの主な都市の観光地や名物料理、お土産品などを学ぶ。試
験には出題が少ない国々のため、多くの国を学ぶ回ではある。

13
アラスカ、アメリカ合衆国の自然、主な都市の観光資源などについて学習する。アメリカ合衆国は試験に頻出国のた
め、３回に分けて学習する。今回は東海岸のニューヨーク、ワシントンの建築物、博物館等の観光資源を中心に学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

14
アメリカ合衆国の２回目。今回はアメリカ中部と南部を中心に学習する。シカゴ、セントルイス、ミネアポリス、ニュー
オーリンズなどの観光地を中心に学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

11
カナダの主な都市の観光資源、自然、世界遺産について学ぶ。カナダは特にカナディアンロッキーの国立公園は試
験には重要なので国立公園は詳細に解説する。

JTB総合研究所テキスト

12
ハワイの島々の主な都市の観光地、山、リゾートなどについて学ぶ。ハワイは国家試験において頻出地域なので、ハ
ワイの島の成り立ちから学習し、それが時間の経過とともに、どのように現在の観光地に繋がったを学習する。

JTB総合研究所テキスト

9
ボリビア、ペルー、エクアドル、コロンビア、ベネズエラの主な都市の世界遺産、観光資源について学習する。また、イ
ンカ帝国の文化や遺産についても学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

10
ジャマイカ、バハマ、キュ－バ、コスタリカ、グアテマラ、メキシコの主な都市の観光資源、世界遺産、遺跡などを中心
に学ぶ。特にメキシコは遺跡が重要なので詳細に解説する。

JTB総合研究所テキスト

8
オーストラリア（後半部）、アルゼンチン、ブラジルの主な都市の観光地や自然、世界遺産を学ぶ。南米大陸のスペイ
ンやポルトガルとの関係も学習する。

JTB総合研究所テキスト

6
パプア・ニューギニア、タヒチ、トンガ、フィジー、ミクロネシア、サイパン、グアムについての観光資源を学ぶ。また、南
太平洋の歴史や日本との関係についても学習する。

JTB総合研究所テキスト

7
ニュージーランド、オーストリア（前半部）の主な都市の観光地、世界遺産を学ぶ。この２か国は国家試験においても
頻出国であるため、詳細に解説する。

JTB総合研究所テキスト

4
イラン、イラク、ヨルダン、イスラエル、レバノン、シリアについての主な都市の世界遺産や観光資源。また、中東独自
の宗教についても学習する。

JTB総合研究所テキスト

5
トルコの主な都市の世界遺産や観光遺産を学ぶ。また、東西文明の十字路とされるトルコ独自の文化についても触
れる。

JTB総合研究所テキスト

3
アルジェリア、チュニジア、モロッコ、リビアについての主な都市の世界遺産や観光資源。また、北アフリカ共通の文
化、宗教などを中心に学習する。

JTB総合研究所テキスト

1
授業のオリエンテーション。授業のポイント、進め方、国家試験においての位置づけ。勉強方法。ナミビア、セーシェ
ル、マダガスカル、南アフリカについての観光資源について。

JTB総合研究所テキスト

2
ジンバブエ、ケニア、タンザニア、エチオピアについての観光資源を学ぶ。特に滝、各国の国立公園の特徴、世界遺産
などを中心に学習する。

JTB総合研究所テキスト

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

国家試験である総合旅行業務取扱管理者試験の１科目、海外観光資源で40点中22点以上の得点を目指す。

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

国家試験である総合旅行業務取扱管理者試験の１科目、海外観光資源で合格点を目指すことによって海外の観光資源の知識を多角的に身につける。

JTB総合研究所発行のテキストを基本として、授業ではその観光資源に関する写真を映写して立体的に学べるようにする。また、必要に応じて理解を
深め、暗記をしやすくするための講師作成のプリントをサブ教材とする。また、毎回授業開始時に前回授業の復習テストを実施する。

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習
　　その他（毎回の実施する前回授業の復習テスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

国際観光ビジネス科 1年
○ 講義時限数 45

単位数 4

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

海外観光資源Ⅰ 柴崎　浩
1 8

授業の方法 講義



＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）
↳ （ ）

＜教員紹介＞

44
４２回から４５回までの４回は、国家試験に準拠した講師作成の想定問題を解く。問題は４択の問題で、国家試験に
準拠。問題数は１４０問前後。授業内で問題を解き、その場で解答を伝え、各自の得点を集計し、復習の参考にする。

JTB総合研究所テキスト

45
４２回から４５回までの４回は、国家試験に準拠した講師作成の想定問題を解く。問題は４択の問題で、国家試験に
準拠。問題数は１４０問前後。授業内で問題を解き、その場で解答を伝え、各自の得点を集計し、復習の参考にする。

JTB総合研究所テキスト

31
モルディブ、ブータン、スリランカ、ネパールの各都市の観光資源を学ぶ。アジアに入るので世界遺産をはじめとし
て、仏教関係の遺跡も重点的に学習する。

JTB総合研究所テキスト

41
全ての範囲を学習した為、今回は試験勉強の仕方、重要国の絞り込みなど国家試験に向けての最強のコスパを考
えての勉強法を解説する。

JTB総合研究所テキスト

42
４２回から４５回までの４回は、国家試験に準拠した講師作成の想定問題を解く。問題は４択の問題で、国家試験に
準拠。問題数は１４０問前後。授業内で問題を解き、その場で解答を伝え、各自の得点を集計し、復習の参考にする。

JTB総合研究所テキスト

43
４２回から４５回までの４回は、国家試験に準拠した講師作成の想定問題を解く。問題は４択の問題で、国家試験に
準拠。問題数は１４０問前後。授業内で問題を解き、その場で解答を伝え、各自の得点を集計し、復習の参考にする。

JTB総合研究所テキスト

38
中国の３回目と台湾の観光資源を学ぶ。中国ではシルクロードの街を中心に、また名物料理なども学ぶ。台湾では
台北の観光資源やそのほかの都市の観光資源を学ぶ。また、名物料理なども学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

39
韓国の各都市の観光資源を学ぶ。ソウルの宮殿やショッピング街、その他の街では、世界遺産の街慶州や釜山を中
心に観光資源を学ぶ。また人気の韓国料理も学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

40
今回は最近の試験では必ず出題される欧州の美術関連に絞って学習する。主な画家、彫刻家とその作品、収蔵され
ている美術館や博物館をまとめて学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

35
ミャンマー、ベトナム、フィリピン、モンゴル、マカオの各都市の観光資源を学ぶ。この中ではベトナムが最も重要で、
各都市の遺跡や戦争関連、世界遺産を中心に学ぶ。他の国は簡潔に。

JTB総合研究所テキスト

36
香港および中国の１回目。香港は主な地区の観光資源を学ぶ。また、中国は重要国で、広範囲にわたることから３回
に分けて学ぶ。この回では北京、上海を中心に学ぶ。北京では公園や遺跡、上海では新しい観光資源を中心に学
ぶ。

JTB総合研究所テキスト

37 中国の２回目。今回は海岸沿いの街から内陸の街の観光資源を中心に。多くの世界遺産を含めて学ぶ。 JTB総合研究所テキスト

32
インドの各都市の観光資源を学ぶ。インドは試験頻出国の為、この授業ではインド１カ国のみを学ぶ。仏教、ヒン
ドゥー教、シク教などを解説し、それにちなんだ観光資源を学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

33
インドネシア、シンガポール、マレ－シアの各都市の観光資源を学ぶ。インドネシアは世界遺産や遺跡、シンガポール
は新しい観光資源、マレーシアは遺跡やリゾートを中心に学ぶ。いずれも頻出国のため重要な国々。

JTB総合研究所テキスト

34
ラオス、タイ、カンボジアの各都市の観光資源を学ぶ。ラオスは仏教遺跡、タイは仏教遺跡とリゾート、カンボジアは
アンコールワット等の遺跡を中心に学ぶ。特にタイは重要な国。

JTB総合研究所テキスト

29
アイルランドと英国の前半部分を学ぶ。この２か国は共通部分がある。英国は頻出国であるので２回に分けて学習
する。英国の１回目は首都ロンドンの観光地を中心に学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

30
英国の後半部分。コッツウォルズ地方、スコットランドの各都市、および英国の名産品、名物料理を学ぶ。アフガニス
タン、ウズベキスタン、カザフスタン、パキスタンの各都市の観光資源を簡潔に学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

26
ドイツの後半は、各観光街道の小都市を詳細に学ぶ。観光街道ごとの特徴や覚え方等。また、ドイツの名物料理も学
ぶ。

JTB総合研究所テキスト

27
デンマーク、フィンランド、スウェーデン、ノルウェー、アイスランドの北欧の国々の都市の観光地を学ぶ。北欧には共
通の文化もありその観点からも学習する。

JTB総合研究所テキスト

28
オランダ、ベルギーの主な都市の世界遺産や観光地を学ぶ。また、この２か国には重要な絵画、画家、美術館がある
ので、芸術に関しても詳しく学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

23
フランスの１回目。頻出国のため２回に分ける。今回はパリを中心にパリ校外の街までを学ぶ。観光地世界遺産等。
また、フランスの美術も重要なため、。美術館、絵画、画家等についても詳しく学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

24
フランスの２回目。今回はリヨンをはじめとして地中海沿岸のコートダジュールの小都市を詳細に学ぶ。後半ではリ
ヒテンシュタインを簡単に、そして、オーストリアの観光地を学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

25
スイスの主要都市の観光地を学ぶ。スイスは山岳リゾートが重要なため、その観点を踏まえて詳細に学ぶ。後半はド
イツを学ぶ。ドイツは観光海道が重要なためその覚え方を解説し、都市としてはベルリンまでを学ぶ。

JTB総合研究所テキスト

21
マルタ、バチカン市国、イタリア（前半部）の世界遺産、観光地を中心。イタリアは頻出国のため２回に分ける。今回は
ロ－マを中心。また、絵画、画家、彫刻家、美術館も非常に重要になるため、その観点においても詳しく説明する。

JTB総合研究所テキスト

22
イタリアの後半。ベネチア、フィレンツェをはじめとし、中部の各都市、南部の各都市を学ぶ。世界遺産も非常に多い
国なのでその点も踏まえて学習する。

JTB総合研究所テキスト

JTBの海外専門支店において長年、営業、企画、添乗業務に携わる。
海外渡航経験も多く、その際の経験を踏まえて国家試験の重要度に応じて詳細に解説する。

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（　　　　％） 作品（　　　％）

毎回の授業の範囲を必ず復習するために、次の授業の最初に３０問前後の復習テストを実施する。その成績は期末試験の加算点の原資とする。

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（　７０％） 小テスト（　　　３０％）


